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              伊 佐 Ｐ Ｒ 課 

 

 平成 29 年 8 月 31 日現在における平成 29 年度の予算及び事務事業の執行状況について定期

監査を実施したので、その結果について概要を述べる。 

 

１  職員の配置状況 

当課は次のような職員の配置状況となっている。 

課長 1 人、交流 PR 第 1 係 4 人、交流 PR 第 2 係 5 人の計 10 人で、このほかに交流 PR 第

1 係に嘱託職員 1 人と臨時職員 1 人、交流 PR 第 2 係に臨時職員 1 人が配置されている。 

 

２  予算の執行状況 

当課にかかる歳入は、予算現額 1 億 3,282 万円に対し、調定額 2,754 万 1,363 円、収入

済額 2,733 万 4,406 円で、収入率は対予算 20.6％、対調定 99.2％である。 

収入済額の内訳は、観光施設使用料 241 万 2,138 円（十曽青少年旅行村施設使用料 106

万 4,000 円、行政財産目的外使用料 134 万 8,138 円）、公園使用料 91 万 7,570 円（曽木の

滝公園使用料ほか）、利子及び配当金 899 円（特産品開発基金利子及び木造住宅整備促進支

援基金利子）、ふるさと応援寄附金 2,307 万 3,200 円、雑入 93 万 599 円（移住体験住宅使

用料、広報紙購読料、自動販売機電気料、公園施設電気料、広報紙広告料ほか）である。 

一方歳出では、職員の給与費を除く予算現額 1 億 4,655 万 9,000 円に対し、執行済額は

6,709 万 6,310 円で執行率は 45.8％である。 

執行済額の主なものは、次のとおりである。 

（1）総 務 費 

   文書広報費の執行済額は 850 万 4,494 円で、主なものは、広報紙発行事業の報酬 73

万 5,000 円（広報システム編集技術員）、印刷製本費を主とする需用費 280 万 1,385

円、委託料 453 万 1,680 円（広報紙等公文発送業務委託 379 万 7,280 円、ホームペー

ジ用サーバ保守管理業務委託 45 万 3,600 円、ホームページ保守管理業務委託 25 万

9,200 円、ウェブサイト追加ページ作成委託 2 万 1,600 円）、PR 推進事業の役務費 15

万 4,286 円（レジャーガイド２０１７広告料）、委託料 19 万 6,992 円（伊佐市公認キ

ャラクター関西かごしまファンデーＰＲ業務委託）などである。 

 開発振興費の執行済額は 48 万 1,754 円で、主なものは、交流促進事業の普通旅費

27 万 5,960 円（東海伊佐会、関西かごしまファンデー）、需用費 14 万 4,030 円（消耗

品費など）、役務費 4 万 5,564 円（通信運搬費など）である。 

（2）商 工 費 

商工振興費の執行済額は 5,811 万 62 円で、木造住宅整備促進事業の負担金補助及び

交付金 1,572 万 2,000 円（伊佐市木造住宅整備促進事業補助金）、定住・都市農村交流

促進事業の光熱水費を主とする需用費 25 万 207 円、委託料 34 万 4,400 円（移住体験 
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住宅清掃業務委託 16 万 5,552 円、定住情報ホームページ保守業務委託 11 万 6,640

円ほか）などである。 

 観光費の執行済額は 1,953 万 1,992 円で、主なものは、地方創生推進事業（ＤＭＯ 

関連）の負担金及び交付金 10 万円（曽木の滝・大鶴湖・川内川を活用した自然体験型

ＤＭＯ協議会補助金）、観光ツーリズム事業の光熱水費を主とする需用費 9 万 3,377

円、委託料 10 万 3,680 円（花見シーズンに伴う忠元公園駐車場の交通誘導整備）、負

担金補助及び交付金 720 万 7,550 円（県観光連盟年会費負担金 14 万 6,000 円、観光か

ごしま大キャンペーン推進協議会負担金 20 万 2,000 円、姶良・伊佐地域観光連絡協議

会負担金 25 万 7,000 円、伊佐市観光特産協会運営補助金 500 万円、ドラゴンフェスタ

運営補助金 45 万円ほか）など、十曽青少年旅行村管理事業の光熱水費を主とする需用

費 87 万 2,587 円、青少年旅行村管理業務等の委託料 343 万 7,756 円など、楠本川渓流

自然公園管理事業の指定管理委託の委託料 724 万 9,880 円など、観光拠点施設管理運

営事業の通信運搬費の役務費 5 万 2,300 円など、観光・特産 PR 事業の普通旅費 11 万

5,360 円、役務費 2 万 1,600 円（広告料）である。 

 公園管理費の執行済額は 869 万 3,372 円で、主なものは、公園整備事業費の工事請

負費 176 万 400 円（轟公園遊具解体工事）、ひしかり交流館・パークゴルフ管理運営事

業の委託料 481 万 8,300 円（菱刈パークゴルフ場芝管理業務委託 150 万円、ひしかり

交流館及び菱刈パークゴルフ場指定管理業務委託 283 万 2,300 円、ひしかり交流館裏

河川敷除草業務委託 48 万 6,000 円）、工事請負費 192 万 3,000 円（ひしかり交流館外

壁改修工事）、原材料費 9 万 3,932 円（人工芝ほか）などである。 

特産品振興費の執行済額は 1,352 万 4,457 円で、主なものは、特産品振興事業の報

償費 961万 3,137円（ふるさと応援寄附金報償品）、広告料を主とする役務費 67万 7,180

円、委託料 38 万 8,800 円（ふるさと納税用データ保守管理業務委託）、特産・ブラン

ド振興事業の消耗品費の需用費 3 万 5,954 円、鹿児島県特産品協会負担金の負担金補

助及び交付金 7 万 600 円、夢さくら館運営事業の指定管理委託の委託料 257 万 5,800

円である。 
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３ 事務・事業の執行状況 

  当課の主な事務・事業の執行状況は、次のとおりである。 

事 務 事 業 名 執行済額（円） 事 務 事 業 の 内 容 及 び そ の 効 果 

広 報 紙 発 行

事 業  
8,148,015 

【事業内容】 

市政全般について市民に周知徹底し、市政に対する理解

と協力を求め、市民意識の高揚と市勢発展を期するため広

報紙を発行する。また、市の行政情報等を迅速に市内外に

発信するため、市ホームページを公開し、その管理運営を

行う。 

【事業効果】 

 市政に関する情報を広く市民に提供する手段として広報

紙は有効であり、大きな役割を果たしている。 

・広報いさ 5 月 1 日号～8 月 1 日号  

（20Ｐ×1 回＋22P×1 回+24Ｐ×2 回）×13,300 部 

・お知らせ版 4 月 15 日号～8 月 15 日号 

（4Ｐ×2 回＋6Ｐ×1 回＋8Ｐ×1 回）×12,600 部 

P R 推 進 事 業  356,479 

【事業内容】 

伊佐市の PR 戦略を総合的に実践するために、効果的な情

報発信を図る。また、公認キャラクターを活用し伊佐市を

強くアピールする。 

 【事業効果】 

 ご当地キャラクターとして知名度も全国的になり、企業

CM に出演するなど広く伊佐市を広報し、知名度の向上に寄

与している。 

交流促進事業  481,754 

【事業内容】 

全国に 7 つある伊佐市ふるさと会（関東、東海、関西、

福岡、北九州、熊本、鹿児島）は伊佐市出身者及び伊佐市

にゆかりのある方との親善親睦を深める交流活動を行って

いる。各会に対する補助事業、総会への出席、総会会場で

の特産品販売を行う。また、購読希望を対象に、市報及び

ふるさと便りを送付している。 

【事業効果】 

 7 つのふるさと会において、ふるさと納税の PR 及び特産

品の広報活動をすることにより、各都市部において会員が

伊佐市広報活動を行う役割を担っていただいている。 

鹿児島伊佐会総会  5 月 27 日（鹿児島市） 70 名 

東海伊佐会総会   5 月 28 日（名古屋市） 119 名 

北部九州伊佐会総会 8 月 26 日（福岡市）  27 名 

木造住宅整備促

進事業 
15,772,000 

【事業内容】 

商工業の活性化と雇用の維持・創出及び定住の促進を図

る補助事業。市内建築業者と契約する木造住宅が補助対象

である。 

（対象工事：新築の場合 300 万円以上の工事、増改築の場

合は 50 万円以上の工事）                                     

平成 26 年度より、申請者が 40 歳以下もしくは 18 歳以下の

者と生計を一にする場合に最高 20 万円の加算、市内業者か

ら製材品を購入する場合（新築のみ）に最高 10 万円の加算

を追加。   

【事業効果】 

 ◎平成 29 年 4 月～8 月  新築工事    17件 9,271千円          

◎     〃     増改築工事   39件 6,451千円   
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定住・都市農村

交流促進事業 
638,241 

【事業内容】 

移住希望者が生活体験する｢伊佐市移住体験住宅｣の管理

運営費 

【事業効果】 

 利用者から生活環境について好評いただいており、移住

促進が期待できる。 

◎平成 29 年 4 月～8 月利用件数 35 件 人数 49 人 152 泊 

地方創生推進事

業（DMO）関連 
100,000 

【事業内容】 

㈱やさしいまち運営補助金及び DMO 協議会運営経費。 

【事業効果】 

伊佐市・さつま町の川内川を活用した観光と特産品の振興

を支援することで、交流人口を増やし、「世界一やさしいま

ち」を目指す。 

観光ツーリズム

事業 
7,404,607 

【事業内容】 

伊佐ツーリズム協議会への運営補助。都市部から中・高

校生の修学旅行（教育旅行）受入を実施。今後の会員募集

（受入態勢を充実）、定着を図っていく。 

観光特産協会補助金（5,000 千円）については事務局職

員の賃金及び福利厚生費等が主であり、鹿児島ファンデ―

のブース代や旅費等の一部を補助する。 

伊佐市ドラゴンボートレース実行委員会への運営補助。

（450 千円） 

伊佐市観光ボランティアガイド「伊佐の風」への運営補助。

（200 千円） 

【事業効果】 

 ・グリーンツーリズム 

  5/11～12 岡山県備前市立備前中学校 80 人 

  5/19～20 兵庫県伊丹市立北中学校   40 人 

  11 月からの予定（2 校） 

・ドラゴンカップ 4/30 開催  

・鹿児島ファンデー 4/16 開催 来場者数 約 31,000 人 

十曽青少年旅行

村管理事業 
4,439,844 

【事業内容】 

十曽青少年旅行村は、昭和 48 年運輸省の指定により教育

キャンプ場として開設され、その後、林業構造改善事業で

施設の充実が図られ、平成 22 年度から通年開放している。

キャンプ場としての機能だけではなく、平成 23 年度には子

どもの森事業でピザ窯や五右衛門風呂 3 基を整備した。 

 十曽青少年旅行村管理業務委託料   2,615,984 円 

 【事業効果】 

◎平成 29 年 4 月～8 月 宿泊者数 986 人 

楠本川渓流自然

公園管理事業 
7,362,480 

【事業内容】 

楠本川渓流自然公園は、昭和 62 年から整備を進め現在

は、コテージ５棟・管理棟１棟・炊事棟１棟・倉庫２棟・

トイレ２棟が設置されている。また、遊具や親水施設、寄

贈された五右衛門風呂２基や石窯（ピザ用）１基がある。

平成 26 年 4 月より、指定管理委託となる。 

指定管理委託料  7,249,880 円 

        （うち 2,000 千円は公園内駐車場舗装） 

【事業効果】 

◎平成 29 年 4 月～8 月 宿泊者数 1,313 人 
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観光拠点施設管

理運営事業 
88,101 

【事業内容】 

曽木の滝公園内で平成 25 年 5月から小水力発電施設が稼

働している。観光拠点施設は、この水力発電をはじめとす

る自然エネルギーの学習拠点、また、滝の展望所として平

成 23 年度建設した。この施設の維持管理と市内の観光情報

発信ができるように伊佐市観光特産協会事務局が運営し、

観光客により良いサービスを提供している。 

観光・特産 PR 事

業 
136,960 

【事業内容】 

PR 戦略として鹿児島市電に広告を掲載する PR 活動や頒

布物の作成、イベント戦略に必要なデザイン制作も加え、

より効果的な情報発信を実施する。 

【事業効果】 

 イベント情報の広告等を掲載する情報誌により、伊佐市

を PR することで観光客の誘致に繋がる。 

公園整備事業 1,760,400 

【事業内容】 

市内都市公園の維持管理に努める。 

【事業効果】 

安全に遊べる公園として定期的に遊具の点検をしている。

（毎月第 2.4 月曜日）轟公園遊具解体工事 1,760,400 円 

ひ し か り 交 流

館・パークゴル

フ管理運営事業 

6,932,972 

【事業内容】 

ひしかり交流館及びパークゴルフ場の整備管理に努め

る。 

ひしかり交流館では特産品の販売と軽食、喫茶サービス

提供を行っている。 

本年 10 月 1 日より 3 年６ヶ月第二期指定管理開始、平成

33 年３月 31 日まで。             

【事業効果】 

指定管理に移行してから利用者から芝生の管理が良好と好

評である。 

（26 年度 16,465 人、27 年度 17,590 人、28 年度 21,523 人） 

特産品振興事業 10,842,103 

【事業内容】 

ふるさと応援寄附金のお礼として特産品を贈呈する。 

【事業効果】 

現在まで、寄附金額 25,063 千円、対前年度比 30.6％で

ある。対前年度 8 月末対比では 80.8％である。  

特産・ブランド

振興事業 
106,554 

【事業内容】 

地域資源を活用した特産品の開発・販売の振興、特産品

のブランディングのための品質向上やイメージアップに必

要な業務を行う。 

 伊佐ブランド確立のための認証委員会の実施、消費者へ

の周知・イメージアップの活動、必要な PR グッズの作成等

を実施する。 

 特産品の見直し、改善、新規開発を進めるために必要な

取り組みを実施する。 

【事業効果】 

 伊佐米販売促進活動：各地区ふるさと会総会、かごしま

観光物産展ほか 

夢さくら館運営

事業 
2,575,800 

 【事業内容】 

平成 27 年 10 月 1 日より㈱カミチクが指定管理者として

管理している。 

【事業効果】 

 土日のみの物産販売イベントを実施し、定着している。 

毎月市の広報紙と同時にチラシを全戸配布。 
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十曽青少年旅行村利用状況                   （単位：人） 

区  分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 計 

宿

泊

利

用

者 

テ ン ト 0 20 0 35 35 90 

バ ン ガ ロ － 13 38 0 45 101 197 

コ テ ー ジ 45 28 2 219 405 699 

合    計 58 86 2 299 541 986 

日帰り利用者 110 190 215 272 107 894 

総     計 168 276 217 571 648 1,880 

  わらの家利用者 0 180 52 179 107 518 

 

 

楠本川渓流自然公園利用状況                   （単位：人） 

区  分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 計 

宿

泊

等

利

用

者 

持 込 テ ン ト 16 57 9 60 302 444 

コ テ ー ジ 
（ 伊 佐 米 ・ ひ し の

実 ・ 金 山 ネ ギ ） 

19 65 12 231 289 616 

コ テ ー ジ 
（もくせい・つつじ） 

6 40 25 45 137 253 

合    計 41 162 46 336 728 1,313 

キャンピングカ

ー 
4 20 0 0 0 24 

ピザ釜 0 16 47 109 34 206 

五右衛門風呂 0 0 6 102 84 192 

日 帰 り 利 用 者 0 9 11 19 104 143 

総    計 45 207 110 566 950 1,878 
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 ふるさと納税収入状況 

1 人 あ た り 金 額  件数 合 計 金 額  
 

地 域 別  件数 

2,400,000 1 2,400,000 北海道・東北 173 

1,200,000 3 3,600,000 北陸甲信越 87 

1,000,000 2 2,000,000 関東 2,127 

700,000 1 700,000 近畿 737 

500,000 1 500,000 東海 408 

200,000 3 600,000 中国・四国 226 

150,000 1 150,000 九州・沖縄 456 

136,000 1 136,000 合  計 4,214 

120,000 3 360,000   

100,000 6 600,000   

70,000 2 140,000   

60,000 2 120,000   

52,000 3 156,000   

50,100 1 50,100   

50,000 69 3,450,000   

48,000 1 48,000   

40,000 139 5,560,000    

35,000 2 70,000    

30,000 218 6,540,000 

20,000～29,999 4 90,000 

20,000 1,692 33,840,000 

10,001～19,999 8 99,000 

10,000 2,051 20,510,000 

合    計 4,214 81,719,000 
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４ 工事の執行状況 

  当課における工事は、次のとおりである。   

補助

単独

の別  

工事名  工事内容  
契約金額 

（円）

契 約 の

相 手 方  

契約  

の  

方法  

着  工  

年 月 日  

完  工  

年 月 日  

単独 
轟公園遊具解体工

事 

地下部遊具施設解

体、施設基礎解体工

事  61 基  

廃棄物処理 15.8 ㎥  

埋め戻し  4.0 ㎥  

整地・張り芝  250

㎡ 外 

1,760,400 
(有 )服部

建設  

指名競

争入札  
H29.6.12 H29.8.10 

単独 
ひしかり交流館外

壁改修工事 

シーリング打ち替え

（サッシ、外壁廻り）

578.0ｍ  

高圧洗浄  585.2 ㎡  

軒裏ＥＰ塗装  27.0

㎡   外  

（当初）  

1,836,000 

（変更）  

1,923,000 

㈱鍋倉工

務店  

指名競

争入札  
H29.5.22 H29.7.20 

 

５ 委託の執行状況 

  当課の主な委託業務は、次のとおりである。 

補助

単独

の別 

委  託  業  務  名 
契約金額 

（円） 

契   約   の 

相   手   方 

契約

の 

方法 

契 約 の 期 間 

単独 広報紙等公文発送業務委託 3,797,280 
公益社団法人伊佐市シル

バー人材センター 

随意

契約 

H29.4.1 

～H30.3.31 

単独 十曽青少年旅行村管理業務委託 2,615,984 
公益社団法人伊佐市シル

バー人材センター 

随意

契約 

H29.4.1 

～H30.3.31 

単独 

楠本川渓流自然公園の指定管理

に関する単年度協定 

【指定管理期間 H29.4.1～

H32.3.31】 

7,249,880 ㈱伊佐建設 
随意

契約 

H29.4.1 

～H30.3.31 

単独  
菱刈パークゴルフ場芝生管理業

務委託 
1,500,000 ㈱鍋倉工務店 

随意

契約 
H29.5.1 

～H30.2.28 

単独 

ひしかり交流館及び菱刈パーク

ゴルフ場の指定管理に関する単

年度協定 

【指定管理期間 H26.10.1～

H29.9.30】 

2,832,300 ㈱鍋倉工務店 
随意

契約 
H29.4.1 

～H30.3.31 

単独 

伊佐市夢さくら館の指定管理に

関する単年度協定 

【指定管理期間 H27.10.1～ 

H33.9.30】 

2,575,800 ㈱カミチク 
随意

契約 
H29.4.1 

～H30.3.31 
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６  補助金等の執行状況 

    各種団体への主な負担金及び補助金は、次のとおりである。 

団体名 事業名 金額（円） 事業内容及びその効果 

公益社団法人鹿児島県

観光連盟 

鹿 児 島県観光

連盟年 会費負

担金 

146,000 
県内観光地の県内外への宣伝及び

観光客の誘致に努める。 

観光かごしま大キャン

ペーン推進協議会 

観光か ご し ま

大 キ ャンペ ー

ン推 進 協議会

負担金 

202,000 

九州自動車道の開通を機に新しい

観光ルートの設定、積極的な広報宣伝

活動を展開し一層の観光客誘致を図

る。 

かわまちづくり観光振

興部会 

かわまちづく

り観光振興部

会負担金 

882,550 

川内川を活用したまちづくりの推

進を図り川内川ブランドの確立・PR

を図る。 

旅行商品の開発、販路拡大、人材育

成等の事業を行うための調査振興等

の策定業務を行う。 

姶良・伊佐地域観光連

絡協議会 

姶良・伊佐地域

観光連絡協議

会負担金 

257,000 

九州新幹線全線開業効果を最大限

に引き出すため、姶良伊佐地域の行政

や観光協会等が一体となり、地域資源

の活用など広域的な観光事業の連携

を行う。 

公益社団法人鹿児島県

特産品協会 

鹿 児 島県特 産

品協会負担金 
70,600 

伊佐市で生産される農産物、加工

品、工芸品等を伊佐ブランドとして位

置付けるため伊佐ブランド認証制度

を確立し、認定された伊佐ブランド品

の販売促進やブランド品開発等をサ

ポートし地域産業の活性化を図る。 

個人 56 人 

伊 佐 市 木 造 住

宅 整 備 促 進 事

業補助金 

15,722,000 

 市内建築業者と契約する木造住

宅を対象とする。年齢・製材・移住に

ついて加算あり。大きな経済効果があ

がっている。 

伊佐市ドラゴンボート

レース実行委員会 

ドラゴンフェ

スタ 運 営 補 助

金 

450,000 

毎年 5 月に開催されるドラゴンフ

ェスタは、九州一と言われる会場を活

用し、誰でも気軽に参加できるドラゴ

ンボートレースでまちおこしを目指

している。この大会の運営費を補助し

ている。 

伊佐市観光特産協会 

伊 佐 市観光特

産 協 会 運 営 補

助金 

5,000,000 

伊佐の観光資源を利用し、マスコミ

等を活用した広報宣伝を展開し、観光

客の誘致を図り、特産品を活用して地

域産業の振興に寄与する。 

DMO 
㈱やさ し い ま

ち運営補助金 
100,000 

観光・交流と特産品振興の支援を図

り、マーケティング調達や伊佐市・さ

つま町と連携したイベントの企画・立

案・運営等を行うことで、観光振興を

図る。 
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7 財産の管理状況 

（土地） 

  公園等（忠元公園、曽木の滝公園、曽木の滝展望所、十曽池公園、十曽青少年旅行村、

高熊山公園、楠本川渓流自然公園、湯之尾滝ふれあい広場、湯之尾滝ガラッ

パ公園、曽木発電所跡展望公園、轟公園、北薩ヘリポート公園、菱刈鉄道記

念公園、湯之尾桜の駅公園、山野鉄道記念公園、羽月鉄道記念公園、西太良

鉄道記念公園、針持鉄道記念公園、元町公園、小尻公園、中央公園、立神公

園、湯之尾新町）                   353,402.97 ㎡ 

 菱刈パークゴルフ場、ひしかり交流館、夢さくら館、旧布計小学校  28,909.92 ㎡                                                                                               

 体験住宅（川北、重留）                      2,555.80 ㎡ 

   土地合計                            384,868.69 ㎡ 

 

 

（建物） 

   公園等（公衆便所、倉庫、展望所、展示場、案内施設、多目的トイレ及び駐車場上屋、

艇庫兼管理事務所、休憩施設、鉄道記念館、物置小屋、ポンプ室、バンガロ

ー、中央管理棟、炊飯棟、フレンドハウス、コテージ、五右衛門風呂、わら

の家、菜園コロニー、四阿、炭焼小屋、児童遊園休息施設、東屋ほか） 

                                   2,998.01 ㎡                  

   その他（夢さくら館、特用林産物集出荷施設、リフレッシュポイント in 山野公衆便所

桜館、旧布計小学校、ひしかり交流館、足湯、菱刈パークゴルフ場、東屋、

機械倉庫、移住体験住宅）                1,800.06 ㎡ 

   建物合計                            4,798.07 ㎡ 

 

8 現地監査 

 轟公園遊具解体工事、ひしかり交流館外壁改修工事の実施状況、元町公園、中央公園、

立神公園、轟公園、関白陣作業施設、菱刈パークゴルフ場、ひしかり交流館の管理状況に

ついて現地監査を実施した結果、いずれも概ね良好に施工、管理されていることを認めた。 

 

 

9 その他 

当課が保管すべき財務に関する諸帳簿及び台帳は、おおむね良好に整備されている 

ことを認めた。 

当課所管の財産の管理状況（土地・建物）は、おおむね良好に管理されていること 

を認めた。 

 


